
 
このニュースレターは、職場で看護政策や政治について考える時の資料になるよう、日本看護連盟が施設連絡員や代

表者、役員等に対し特別に配布するものです。ミニ研修会や会議の資料等として積極的にご活用ください。 
 

 

 
   

 
 

 
 

 

看護問題小委員会で「地域における看取り  

について」議論 
 自由民主党の厚生労働部会看護問題小委員会（委員長：田村憲久衆議院議員、副委員長：

あべ俊子衆議院議員、たかがい恵美子参議院議員）が、2月8日に開催されました。 

 最初に、山田雅子聖路加看護大学看護実践開発研究センター長・教授が「地域における看

取りについて」講演を行いました。在宅での看取りで訪問看護がどのような役割を果たして

いるのか、現状の在宅医療・訪問看護が抱える課題・問題点などを手際よく話されました。

とくに、病院ではシステム化されている看取りのための機能・役割が、地域医療においては

バラバラで存在しており、全体をコーディネートする役割が必要なのに不在なことは問題だ

と指摘されました。従来コーディネート役を担ってきた訪問看護も、制度や環境に多くの課

題を抱えており、介護保険以後はその役割を発揮できない状況にあること、また訪問看護師

の数も非常に少ないことを、山田先生は憂慮されていました。 

 

山田先生の講演を受けて、出席者から以下のような発言がありました。 

 

たかがい副委員長 現在日本では、年間約114万人が亡くなられるが、今後死亡者は増え続

け、20年後は1.5倍、ピーク時は170万人になる。この事態に対応していくための全体の

ビジョンを描くには、やはり政策が必要であり、そのための幅広い議論が必要だ。 

田村委員長：看取りの問題は介護保険と医療保険の狭間にあって、全体としてのサービスの

在り方・仕組みが見えない状況にある。政府内でも、全体について検討するような場がな

いのではないか。 

看護課長：医政局の審議会の中で、それぞれのテーマについては話し合いはされているが。 

菅原議員：行政の中に全体のコーディネイトに関して検討する場が必要ではないか。 

加藤議員：供給側ではなく受け手の視点による議論が必要だ。使える制度設計を是非進めて

ほしい。 

伊吹会長：看議連の会長として、本日は出席している。自民党は家族を大切   

にすることを綱領に掲げており、今日の議論は綱領とも一致する。家族に  

囲まれ住みなれた場所で最期を迎えたいというニーズは非常に多いと思 

う。財源の問題や医療と介護のバランスの問題などもあるが、国民のた 

めに広い観点から前進させてほしい。 

田村委員長：医療と介護の議論がそれぞれバラバラで、政府の中に全体を議論  
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する場がない。この小委員会を先駆けにして、政権を早く取り返し、行政内に作りたい。 

たかがい副委員長：「居宅療養管理指導料」のように使えないために、普及しないものも多

い。使いやすい制度にしなければならない。 

看護協会（齋藤常任理事）：看護師は在宅でも病院でも施設でも不足している。看護師を増

やす方策が必要。訪問看護師を増やすには、診療報酬や介護報酬だけでなく、補助金等も

必要かもしれない。 

田村委員長：全体をコーディネートするために、看護サイドだけでなく、医師会や他の関係

団体からも意見を聞く場が必要だろう。また、この議論に関する中間報告書も作りたい。 

伊吹会長：議論を練り上げていただき、この問題を是非自民党の公約に入れていただきたい。 

＜看護問題小委員会に出席された議員＞ 

衆議院議員  

伊吹文明（京都、看護問題対策議員連盟会長）、田村憲久（三重）、あべ俊子（岡山）、 

秋葉賢也（宮城）、今村雅弘（佐賀）、加藤勝信（岡山）、川崎二郎（三重）、 

木村太郎（青森）、菅原一秀（東京）、中谷元（高知） 

参議院議員 

たかがい恵美子（比例）、石井準一（千葉）、石井浩郎（秋田）、岩城光英（福島）、 

岡田広（茨城）、北川イッセイ（大阪）、福岡資磨（佐賀）、松下新平（宮崎）、 

丸川珠代（東京）、森まさこ（福島） 

 

information  

❑ 第２回ポリナビワークショップin福岡 

“DREAMS COME TRUE” ～夢をあきらめないで～ 

日時：平成23年2月26日（土）13：30（開場 12：30）〜17：30 

会場：ナースプラザ福岡 

＜プログラム＞ 

ビデオ上映「看護師を解放せよ！」 

夢コンテスト ～DREAMS COME TRUE～ 

ポリナビリーグ 看護界常識王決定戦 

講演「夢を実現するために～政治を身近に感じるには～」 日本看護連盟幹事 窪田和巳 

❑ 院内助産システム推進フォーラム 

日時：2月26日（土）10：30～16:00 

会場：銀座フェニックスプラザ2階 フェニックスホール 

参加者：医療関係者、行政関係者など300人  参加費：無料 

＜プログラム＞ 

講演「周産期医療の進歩と院内助産システム」、「助産師外来・院内助産の開設・実施の人

材育成研修」など 

シンポジウム「地域のニーズに応じた院内助産システムの実施に向けて」 

プログラム詳細は http://www.nurse.or.jp/home/innaijyosan/pdf/forum22.pdf  


